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一般会計

特別会計

昭
和
六
十
年
代
は
二
十
世
紀
か

ら
二
十
一
世
紀
へ
の
橋
渡
し
の
時

代
で
あ
り
、
社
会
情
勢
も
大
き
く

変
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
様
な
変
化
に
は
迅
速
に
対
応

し
、
厳
し
い
地
方
行
財
政
環
境
の

下
に
お
い
て
も
、
必
要
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
確
保
、
充
実
す
る
た

め
あ
ら
ゆ
る
努
力
、
工
夫
を
致
し

昭和60年 6月 1日(1) 

(
と
じ

て
お
り
ま
す
。
子
供
に
夢
を
、
青

年
に
希
望
を
、
壮
年
に
活
力
を
、

老
人
に
は
生
き
が
い
を
と
欲
ば
っ

た
構
想
で
予
算
編
成
を
行
な
い
ま

し
た
が
、
財
源
も
限
り
が
あ
り
村

民
全
員
の
満
足
は
得
ら
れ
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
大
多
数
の
御

同
意
、
御
賛
同
が
得
ら
れ
る
も
の

と
確
信
致
し
て
お
り
ま
す
。
特
に

本
年
度
は
、
農
林
業
振
興
以
外
に

本
村
の
生
き
る
道
は
な
い
と
全
予

算
の
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
農
林
業

振
興
に
投
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、

村
民
の
皆
様
も
積
極
的
に
農
林
業

振
興
に
参
画
し
て
戴
き
、
農
林
業

で
生
活
出
来
る
村
を
め
ざ
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
様
な
中

長
期
構
想
と
と
も
に
、
村
内
の
活

性
化
を
図
る
最
も
早
や
道
で
あ
り

ま
す
公
共
事
業
も
全
国
的
に
は
、

横
ば
い
の
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
本
村
で
は
対
前
年
度
比
四

十
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
額
を
致
し

て
お
り
、
村
、
自
ら
の
努
力
と
工

夫
で
む
ら
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

を
進
め
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

村
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

て

保

存

し

ま

し

よ

う
)
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発

一般会計の構成表表 1

外諸税

負担金等

諸入金外

印刷限

人のうごき
(昭和60年6月1日現在)

世帯数 589戸
男子 1，002人
女子 948人

計 1，950人

佐川

吉田町北小路

tf (08955) 2 -0600 

地方交付税

559，000 
50.1% 

農林業費

354，293 
31.7% 

特別会計

~ S60年度 S59年度
比較

当初予算 当初予算

事国民業健康会保計険
千円 千円 % 

164，543 127，827 28，7 

老人保健会計 79，183 72，324 9，5 

診療所会計 156，074 59，193 163，7 

簡易上水道会計 42，271 9，611 339，8 

計 442，071 268，955 64，4 

表 2

S 59. 6 . 1 ~1 ， 965人(ー 15)

S 58. 6 . 1 ~2.039人(- 89) 
S 57. 6 . 1 ~2.055人(-105) 
S 56.6. 1 ~2 ，1l6人 (-166)

S 55.6. 1 ~2.163人(-213) 

消防費

災害復旧費

議会費
衛生費

商工費

予備費

河
辺
村
の
こ
の
自
然

ノ
環
境
を
私
た
ち
住
民
は

l
t

ど
れ
だ
け
意
識
し
て
い

ぱ

る

だ

ろ

う

。

一

歩

合

内
d

出
れ
ば
自
に
入
る
草
花

}
も
虫
た
ち
も
、
名
前
を

斗
1

知
ら
な
い
ば
っ
か
り
に

じ
っ
と
見
つ
め
る
こ
と

も
あ
ま
り
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

名
前
を
知
っ
て
初
め
て
そ
の
も
の

へ
の
親
し
み
が
湧
い
て
く
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
新
し

い
世
界
が
広
が
っ
て
く
る
。

子
供
の
目
、
人
ご
み
へ
足
を
向

け
な
い
で
、
の
ん
び
り
と
ま
わ
り

の
山
を
散
策
し
た
ら
、
子
供
た
ち

は
ど
う
反
応
す
る
だ
ろ
う
。
と
も

す
れ
ば
生
活
の
場
に
埋
も
れ
て
無

表
情
に
し
か
う
つ
っ
て
こ
な
い
河

辺
の
こ
の
自
然
を
心
に
よ
び
も
ど

す
ゆ
と
り
を
時
に
は
も
ち
た
い
。

環
境
作
り
だ
け
は
大
人
が
し
て

や
ら
な
け
れ
ば
、
子
供
の
せ
っ
か

く
の
感
受
性
も
可
能
性
も
花
聞
か

な
い
。
河
辺
に
育
っ
た
こ
と
に
自

信
と
誇
り
が
持
て
る
よ
う
な
何
物

か
を
得
た
い
も
の
で
あ
る
。

「
お
ま
え
河
辺
か
、
ヤ
マ
じ
ゃ

の
う
。
」
な
ど
と
心
な
い
ゃ
か
ら
に

ひ
や
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
若
者
は
堂
々
と
ふ
る
さ
と
讃

歌
を
歌
っ
て
ほ
し
い
。

(H) 



(2) 昭和60年 6月 1日

⑧⑧⑫@t])~⑪ 
J丈わカ瓦
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今
年
度
の
公
民
館
活
動
計
画
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

一
公
民
館
活
動
は
汐
あ
な
た
が
主
役
。
で
す
。
積
極
的
に
ご
参
加
い
一

た
だ
き
、
村
づ
く
り
を
共
に
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

女
基
本
方
針

社
会
教
育
基
本
方
針
に
も
と
づ

き
、
公
民
館
を
拠
点
に
し
な
が
ら

分
館
、
自
治
公
民
館
の
施
設
を
活

用
し
、
地
域
住
民
に
学
習
の
機
会

を
つ
く
る
と
と
も
に
、
自
主
的
な

活
動
の
参
加
を
奨
励
し
、
心
の
か

よ
う
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
活
動

を
展
開
す
る
。

大
重
点
目
標

ー
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

人
づ
く
り
を
め
ざ
す

i

一
、
分
館
の
自
主
的
活
動
を
促
進

二
、
後
継
者
の
定
着
化
を
め
ざ
す

活
動
を
推
進

三
、
心
の
か
よ
う
ふ
る
さ
と
づ
く

り
を
高
め
る
活
動
を
推
進

。
青
少
年
対
象

青
少
年
の
社
会
教
育
活
動
へ
の

参
加
を
促
進
し
、
子
ど
も
会
や
青

年
団
体
の
指
導
者
養
成
に
つ
と
め

マ
令
。

開
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

伸
子
ど
も
会
活
動

例
郷
土
教
室
(
文
化
財
め
ぐ
り
)

伺
青
年
学
習
会

同
結
婚
相
談
事
業
の
推
進

@
婦
人
対
象

婦
人
の
主
体
性
を
高
め
る
学
習

活
動
を
通
じ
て
、
婦
人
団
体
の
育

成
助
長
に
つ
と
め
、
生
活
改
善
の

合
理
化
を
は
か
る
。

例
父
母
の
教
室

川
婦
人
学
級

M
W
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

Z 
雲イ壬
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第 72号

。
成
人
・
高
齢
者
対
象

分
舘
お
よ
び
自
治
公
民
館
単
位

に
よ
る
活
動
を
通
じ
、
積
極
的
に

学
習
へ
の
参
加
を
促
し
、
生
き
が

い
を
高
め
る
活
動
を
推
進
す
る
。

開
地
区
交
流
講
座

制
高
齢
者
教
室

肋
ク
ロ
ッ
ケ
!
大
会

同
高
齢
者
運
動
会

。
文
化
活
動

各
種
資
料
の
収
集
・
保
存
・
展

示
を
行
い
、
郷
土
の
塵
史
や
文
化

の
う
つ
り
か
わ
り
を
再
確
認
し
、

読
書
の
奨
励
と
と
も
に
自
主
的
な

生
活
文
化
活
動
の
育
成
助
長
に
つ

と
め
る
。

肘
館
報
の
発
行

刊
県
立
図
書
移
動
文
庫
の
活
用

例
文
化
祭
・
各
種
展
示
会
の
開

催
伸
文
化
グ
ル
ー
プ
の
育
成
助
長

制
民
俗
資
料
の
整
備
充
実

同
郷
土
芸
能
の
保
存
伝
承

伺
河
辺
音
頭
の
普
及

例
文
化
財
め
ぐ
り

例
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

仲
人
材
銀
行
の
活
用

@
同
和
教
育

国
民
的
課
題
で
あ
る
同
和
問
題

を
正
し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、

差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
び
、
家

庭
・
学
校
・
社
会
の
連
携
を
密
に

し
た
学
習
活
動
を
通
じ
て
、
す
べ

て
の
村
民
が
取
り
組
む
同
和
教
育

を
推
進
す
る
。

肘
学
級
・
講
座
で
の
学
習
会

制
校
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

例
地
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

同
広
報
・
資
料
な
ど
の
配
布

。
社
会
体
育

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
日
常
化
を
進
め
て
、
地
域
の

連
帯
意
識
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り

に
つ
と
め
る
。

肘
ク
ロ
ツ
ケ
l
大
会

川
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

肋
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
大
会

伺
県
民
体
育
祭
郡
大
会

同

開

万

万

管

内

大

会

制
第
泊
四
村
民
運
動
会

制
高
齢
者
運
動
会

例
卓
球
大
会

例
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

伺
ミ
ニ
ソ
フ
ト
パ
レ

l
講
習

い
※
あ
い
さ
つ
を
か
わ
そ
う
。
川

(
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

だ
れ
に
で
も
)
川

~
※
時
聞
を
守
ろ
う
。

(
決
め
ら
れ
た
時
間
の
厳
守
口

川
※
も
の
を
大
切
に
し
よ
う
。
川

(
生
活
の
む
だ
・
む
り
・

み
え
を
な
く
す
)



第 72号

lレ

て
お
ら
れ
る
現
地
も
見
学
し
ま
し

た
が
、
み
ん
な
意
欲
を
も
っ
て
働

い
て
お
ら
れ
人
間
関
係
も
う
ま
ぐ

い
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
こ

の
様
な
中
で
、
地
域
で
の
農
業
や

色
々
な
問
題
を
み
ん
な
で
解
決
し

て
い
け
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
村
や
町
で
、
特
色
を
生

か
し
た
村
の
振
興
を
は
か
つ
て
お

ら
れ
、
私
た
ち
の
村
で
も
人
づ
く

り
、
土
、
つ
く
り
、
作
づ
く
り
が
さ

け
ば
れ
て
い
ま
す
が
本
当
に
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
研
修
で
得
た

も
の
を
少
し
で
も
生
か
せ
た
ら
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
村
は
誰
が

作
つ
て
く
れ
る
も
の
で
も
な
い
、

そ
れ
は
私
た
ち
み
ん
な
で
作
る
も

の
だ
と
つ
〈
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

J丈

こ
の
度
の
視
察
研
修
に
、
主
人

が
都
合
で
参
加
で
き
な
く
な
り
、

私
が
急
に
参
加
す
る
こ
と
に
な

り
、
始
め
て
な
の
で
色
々
と
心
配

で
し
た
。
主
人
か
ら
、
普
通
の
慰

安
旅
行
で
は
な
い
と
の
視
察
を
参

考
に
、
少
し
で
も
住
み
よ
い
村
づ

く
り
を
す
る
た
め
の
研
修
で
あ
る

と
聞
か
さ
れ
、
責
任
の
重
大
さ
を

感
じ
な
が
ら
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
パ
ス
の
中
、
船
の
中
は
み

ん
な
で
椎
茸
や
野
烹
作
り
の
話
な

ど
多
彩
で
し
た
。
最
初
の
研
修
地

吉
和
村
は
、
標
高
六
百
メ
ー
ト
ル

の
山
村
で
、
地
形
は
河
辺
よ
り
す

ぐ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
三
月

と
い
う
の
に
野
山
ば
雪
で
し
た
。

小
さ
な
村
で
、
農
業
構
造
改
善

事
業
が
進
め
ら
れ
、
作
付
栽
培
協

定
で
又
、
人
と
士
、
つ
く
り
で
新
し

い
村
づ
く
り
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
人
口
の
減
少

と
共
に
若
者
も
少
な
く
老
齢
化
は

河
辺
村
以
上
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

又
、
西
伯
町
は
、
中
心
部
に
「
賀

祥
ダ
ム
」
建
設
中
で
ダ
ム
周
辺
が

環
境
整
備
を
総
合
的
に
組
合
せ
、

恵
ま
れ
た
水
と
婦
の
自
然
を
生
か

し
た
ふ
る
里
づ
く
り
を
計
画
、
今

わヌう込昭和60年 6月 1日(3) 

青青

ノ¥

田

子

そ
れ
ら
に
取
り
組
ま
れ
て
の
真
最

中
と
い
っ
た
所
で
し
た
。
観
光
畏

業
と
し
て
、
椎
茸
園
、
く
り
園
、

花
木
圏
と
一
体
的
な
村
づ
く
り
が

進
ん
で
お
り
ま
し
た
。
日
南
町
は
、

農
協
が
中
心
と
な
り
「
し
い
た
け

友
の
会
」
を
設
立
さ
れ
、
都
市
と

山
村
を
結
ぶ
き
の
こ
の
里
と
し

て
、
人
と
人
の
心
の
触
れ
合
い
を

は
か
り
受
託
管
理
事
業
も
推
進
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
一
ニ
ケ
町
村
を

現
地
見
学
し
ま
し
た

が
、
豊
か
な
明
る
い
村

づ
く
り
に
一
生
懸
命
で

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

町
や
付
の
農
業
振
興

を
す
る
た
め
、
経
済
的

な
+
交
流
も
大
切
だ
が
、

人
と
人
と
の
触
れ
合
い

も
大
切
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
役
場
や
、
農

協
で
た
ず
さ
わ
っ
て
お

ら
れ
る
点
々
心
御
苦
労

は
大
変
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
地
域
の
み
な
さ
ん

が
、
お
互
い
に
助
け
合

い
色
々
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
協
業
で
作
業
を
し
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課

長

補

佐 l長
梅|小

表賢

課

木本茂原野中国牛J丙木

良唯英さ手

日召

運

日

企|財

政間

主主

庶

務

電

話

転|転|交
換

子

松

:運

日
日

以門冗
f
I
l々

戸

籍

係

長

一

酒

~L i育明

技

猛

す Ii首!十|必|紋附
一<------，-，~. ，ハ…

ペ 1 地 1I上 l'管
、! nb  I J.-11J， Iノ川中間

1/  I a骨 I ~ 1_1_ 111=1 la，.........._ 

il子i哩|主|瓦届望
夕 I~I は I f* I "、協日，'......<"" I 

山 11/1¥

1 I夫|係|長|長俣

|柴|谷|長 I!M' I梅

男

見;卒;茂居君く本水野十ノド井中団問本岡本野氷田t也木田岡本出
ムぷ
ヌL

都
志
子

寿

幸

美
栄

叫|子

重八
重
子

磯忠英千
穂
子

キ
ヨ
カ

主主 i祥廷宮千
尚

子

曲
豆富

美
雄

挙義宣田智唯

司若;寺Eヨ
仁1

道
ガ弘光治江明雄寿男平日勇英秋勝

j
村
議
全
の
新
体
制
き
ま
る
f
J

五
月
七
日
に
招
集
さ
れ
た
第
二

回
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
長
に

富
永
万
作
氏
(
新
)
副
議
長
に
木

山
清
明
氏
(
新
)
が
そ
れ
ぞ
れ
選

任
さ
れ
、
議
会
常
任
委
員
会
等
の

人
事
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

議

長

冨

永

万

作

副

議

長

本

山

清

明

。
総
務
民
教
委
員
会

委

員

長

藤

川

藤

好

副

委

員

長

松

尾

一

男

o
産
業
建
設
委
員
会

委

員

長

北

川

照

正

副

委

員

長

松

尾

明

。
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

委

員

長

向

井

保

副

委

員

長

北

川

照

正

o
議
員
選
任
の
監
査
委
員

委

員

佐

伯

範

男

子

フレツ、
γ
ュ
マ
ン
で
す

ど
句
フ
ぞ
よ
ろ
し
く
/

氏

名

出
身
地

所
属
課

冨
永
重
則
(
幻
歳
)

上
大
成

総
務
課

氏

名

出
身
地

所
属
課

藤

田

豊

寿
(
M
歳
)

百
合
谷

農
林
振
興
課

氏

名

出
身
地

所
属
課

柴
田
智
秋
(
犯
歳

能
川
の
坂

建
設
課

教
職
員
の
人
事
異
動

四
月
日
付
で
、
村
内
の
教
職

員
が
次
の
よ
う
に
発
令
さ
れ
ま
し

た
「
転
入
の
先
生
方
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
J

4
V
河
辺
小
学
校

教
頭
泊
地
宣
之
(
同
日
歳
)

〈
長
浜
町
長
浜
中
か
ら
〉



わ 第 72号

職 置配員

"""之ヌう込昭和60~ 6月1日(5) 

長

伊

二

u一
、j
U
Y
4

辺

坂

本

~t 

平

え}J主力幼

H事田
{ 
い
門旧本宮口

事

:j-:-~:-

務

拓

護

夫

護護

婦
一
点
林

納納

将

買IJ孝

景

:l:-j-:-~主

調

王子

調

理

調

王軍

稚

諭|諭

名|村

助

教

椎

教

諭

松

稚

教

諭
一
{
呂

雅

久

記

長

書

守

田= メU)11 木井回木 i橋井
ご::e乙

4'L 竜宮井同気田田上一本井[円岡

清

美

佐
由
美H百

将

円

U
ハ

サ
エ
子繁実

拙

章 I~t" 

iiJJ 拙

E土，

刀ミ撤実

真

澄

亀

公

タ
ツ
子

豊

香

典11 

子

間

子

千
代
子

美
枝
子

教

諭

曽

根

暁

美

(

却

歳

〈
肱
川
町
大
持
小
か
ら
〉

養
教
笹
木
真
理
子
(
幻
歳
)

〈
三
崎
町
三
一
崎
中
か
ら
〉

⑤
坂
本
小
学
校

教

諭

大

野

ハ
新
採
〉

弘
玄
(
幻
歳
)

⑥
北
平
小
学
校

校

長

水

口

時

夫

(

日

歳

)

〈
長
浜
町
喜
多
灘
小
か
ら
〉

養

教

吉

野

尚

美

(

却

歳

)

ー
〈
河
辺
村
河
辺
小
か
ら
〉

③
河
辺
中
学
校

校
長
鳴
滝
義
邦
(
日
歳
)

〈
荷
辺
村
北
平
小
か
ら
V

教

諭

山

本

優

(

羽

歳

〈
内
子
町
内
子
中
か
ら
v



河
辺
音
頭
制
定

事
業
も
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
こ
の
ほ
ど
完

成
ま
じ
か
に
迫
り

ま
し
た
。

作
詞(

戸
田
薫
明
)

作
曲(

桜
田
誠
一
)

歌
手(

大
塚
文
雄
)

振
付(

宮
川
和
扇
)

何
十
一
代
日
山
製
作

ノ
ル
一
ト
山
市
出
回
(
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
町
山
)

に
よ
り
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
も
終

了
し
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
六

O
Q

本
、
レ
コ
ー
ド
五

O
O枚
を
現
在

製
作
中
で
、
六
月
上
旬
に
納
品
予

定
で
す
。

八
月
十
四
日
の
グ
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
。
行
事
に
合
せ
て
か
河
辺
高

頭
発
表
会
。
を
開
催
し
、
歌
手
大

塚
文
雄
と
竹
下
京
子
を
招
い
て
盛

大
に
催
す
計
画
を
た
て
て
い
ま

す。
よ
う
や
く
、
村
、
つ
く
り
の
シ
ン

ボ
ル
が
誕
生
す
る
わ
け
で
す
が
、

今
後
グ
河
辺
の
顔
。
と
し
て
、
皆

さ
ん
に
愛
さ
れ
ろ
音
頑
に
な
り
ま

す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

大
各
戸
に
贈
呈

村
お
こ
し
の
記
念
と
し
て
、
村

長
の
皆
さ
ん
に
は
カ
セ
ッ
ト
テ

i
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プ
が
完
成

L
だ
い
、
各
一
ド
に
一
木

贈
互
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
に
ノ

ま
た
、
村
肉
外
の
ご
親
族
や
知

人
の
方
で
ご
希
望
の
方
に
は
、
レ

コ
ー
ド
一
枚
を
六

O
O円
で
販
売

い
た
し
ま
す
の
で
、
村
出
身
の

方
々
に
も

P
R
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。(

お
問
い
合
せ
は
公
民
館
へ
)

わ
が
ふ
る
さ
と

n
審
制
げ
れ

MAua調笥必

「
わ
が
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
」

の
育
成
は
、
坂
本
小
学
校
の
重
要

な
教
育
目
標

ω
一
つ
で
あ
り
ま

す。
ぞ
の
具
体
的
な
教
育
資
料
と
し

て
、
ま
た
、
一
般
の
方
々
に
も
読

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
を

こ
め
て
全
職
員
で
次
の
よ
う
な
一

冊
の
本
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

一
、
書
名
「
き
び
し
」

二

、

規

格

A
5
版
。
表
紙
ク

ロ
ス
張
り
、
色
は
濃
い
緑
。
カ

一ブ

1
写
真
、
一
六
点
。
白
垣
内
写

真
約
二

O
O点
。
三
一

O
ぺ
l

J
V
J

。

三
、
記
述
内
容

第
一
、
わ
た
し
た
ち
の
河
辺
村
。

約
五

0
ペ
ー
ジ
。
河
辺
村
の
概

犬塚 丈 雄

高
齢
者

ク
ロ
ッ
ケ
!
大
会

-
芝
居
へ
男
子
大
伍
ク
ラ
フ

張
崩
F

女
子
坂
本
ク
ラ
ブ

竹下京チ

五
月
晴
れ
の
十
五
日
、
民
俗
資

料
館
広
場
に
お
い
て
、
お
年
寄
り

六
十
八
名
が
参
加
し
、
第
三
田
高

齢
者
ク
ロ
ッ
ケ
!
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

男
子
四
チ

i
ム
、
女
子
四
チ
ー

ム
が
選
抜
さ
れ
て
せ
い
ぞ
ろ
い

要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
、
坂
本
小
学
校
の
歴
史
。

約
一
一

0
ペ
ー
ジ
。
明
治
以
降

の
坂
本
小
学
校
の
歩
み
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
在
職

教
職
員
、
卒
業
生
名
簿
な
ど
も

載
せ
る
。

第
一
二
、
わ
た
し
た
ち
の
郷
土
。

約
一
五

0
ペ
ー
ジ
。
坂
本
小
学

校
区
内
の
歴
史
、
宗
教
、
風
俗

(
伝
説
、
年
中
行
事
な
ど
)
、
文

化
財
、
人
物
な
ど
を
載
せ
、
校

区
内
の
昔
と
今
の
概
要
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

多
く
の
方
々
の
ご
厚
情
で
な
っ

た
と
の
警
が
、
読
み
物
と
し
て
も

活
用
さ
れ
、
「
き
び
し
の
里
」
に
生

し
、
試
合
に
先
だ
ち
本
田
会
長
の

開
会
挨
拶
、
来
賓
の
大
野
村
長
、

冨
永
議
長
の
祝
辞
に
続
い
て
岡
崎

選
手
の
宣
誓
で
試
合
開
始
。

村
長
賞
、
議
長
賞
、
教
育
長
賞

を
目
ざ
し
て
、
敵
味
方
の
か
け
の

か
け
引
き
や
キ
ビ
ノ
{
¥
と
し
た
動

き
に
は
、
日
頃
の
熱
心
な
練
習
成

果
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

「
ク
ロ
ツ
ケ
ー
は
運
動
量
も
適
度

で
、
頭
も
使
う
し
ボ
ケ
予
防
に
最

適
L

と
、
参
加
し
た
人
達
は
明
る

い
笑
顔
で
け
を
そ
ろ
え
て
話
さ

き
た
人
々
の
心
を
伝
え
る
こ
と
に

少
し
で
も
役
立
て
ば
幸
で
あ
り
ま

す。
き
び
し
の
瀬
音
と
、
も
え
る
若

葉
、
す
み
れ
の
花
咲
く
校
庭
に
、

今
目
も
元
気
な
子
ら
の
芦
し
て
・
・
・
。

※
「
き
び
し
」
の
発
行
は
、
都

合
で
大
幅
に
遅
れ
て
い
ま
す
が
近

日
発
行
の
予
定
で
す
。

れ
、
ま
だ
ま
だ
老
い
を
見
せ
な
い

気
力
充
分
の
プ
レ
ー
ぶ
り
で
し

た
。
成
績
は
次
の
と
お
り

@

男

子

-

位

大

2
位

坂

3
位

北

4
位

植

。

女

子

1
位

坂

、F
J
L
j
ム

レ

じ

，
L
λ
h
U

『
寸
ペ

3
位

植

4
位

大

松平本伍

3
勝
0
敗

2
勝

1
敗

1
勝
2
敗

。
勝
3
敗

伍松平本

3
勝
。
敗

1
勝
1
敗

1
分

。
勝
1
敗
2
分

。
勝
2
敗

1
分

「きびし」の原稿



今
年
度
の
各
種
役
職

委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

の
で
、
今
後
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。会
社
会
教
育
委
員
会
議

会

長

本

山

清

明(
再
)

会
公
民
館
運
営
審
議
会

会

長

向

井

保

(
再
)

食
文
化
財
保
護
審
議
会

会

長

大

森

高

知

(

再

)

女
体
育
指
導
委
員

上
野
富
雄
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)
再

新
田
義
和
(
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
)
再

柴

田

智

秋

(

卓

球

)

新

寿
野
公
英
(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)
再

食

分

館

長

植
松
分
館
長
富
永
順
二
再
)

坂
本
分
館
長
宮
本
吉
生
(
新
)

大
伍
分
館
長
松
本
英
一
(
再
)

北
平
分
館
長
福
田
正
行
(
再
)

食
青
年
会
議

議

長

谷

本

富

英

副

議

長

小

西

寿

司

副

議

長

松

井

陽

子

事
務
局
長
谷
本
寿
幸

安
連
合
婦
人
会

会

長

北

川

照

子

副

会

長

大

野

君

子

副
会
長
大
野
め
ぐ
み

カ
連
合
P
T
A

会

長

宮

本

吉

生

副

会

長

梅

木

良

照

副
会
長
上
川
千
代
香

副

会

長

石

堂

鹿

夫

第 72号
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(
新
)

(
新
)

(
新
)

(
新
)

(
新
)

(
再
)

(
新
)

(
新
)

(
新
)

(
新
)

(
新
)

女
連
合
老
人
ク
ラ
ブ

会

長

本

田

一

副
会
長
松
井
万
寿
雄

女

区

長

会

会

長

本

門

二

ニ

副

会

長

菊

地

稔

副
会
長
山
崎
礼
一

公
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

中

野

保

男

(

再

)

副

会

長

宮

本

吉

生

(

再

)

副
会
長
佐
々
木
一
男
(
再
)

j
農
作
業
賃
金
の

目

安

き

め

る
j

去
る
三
月
の
農
業
委
員
会
に
お

い
て
、
昭
和
六

0
年
度
の
農
業
労

働
賃
金
め
や
す
表
が
次
の
と
お
り

申
し
合
せ
が
で
き
ま
し
た
。

※
こ
の
賃
金
は
、
あ
く
ま
で
も
目

安
で
す
か
ら
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

(
新
)

(
新
)

(
再
)

(
新
)

(
新
)

賃金のめやす

作業種目 機種及び男女別 基 準 金 額 備 考

一般農作業 男 1日当り 5，000円
11 女 11 3，500 

草 刈り 機械使用 11 一般作業の2日分
春田おこし テイラー使用 10 a当り 10，000 山田の場合

11 11 11 8，000 沖田の場合
代 かき 11 11 8，000 
すき・かき 11 11 12，000 
田 植 男 1日当り 5，000 

11 女 11 4，000 
機械田植 機械使用 10 a当り 6 ， 500~8 ， OOO 

年
金
の
繰
り
上
げ
'

請
求
は
慎
重
に
，
・

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
と
通
算

老
齢
年
金
は
、
六
十
五
歳
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
年
金
を
受
け
る
条
件

を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
六
十
歳
か

ら
六
十
四
歳
ま
で
の
閤
な
ら
、
い

つ
で
も
希
望
す
る
時
に
繰
り
上
げ

て
支
給
を
受
け
る
こ
と
か
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
そ
の
年
金
額
は
本
来

六
十
五
歳
か
ら
受
け
る
額
に
く
ら

べ
て
、
十
一
%
か
ら
四
十
二
%
も

減
額
さ
れ
ま
す
。

い
っ
た
ん
繰
り
上
げ
支
給
を
受

け
る
と
、
こ
の
減
額
は
生
涯
続
い

て
取
り
消
し
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
こ
の
た
び
、
皆
さ
ま
方
に
大
変

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

ω
L

別
の
刃
を
ふ
り
か
ざ
す
こ
と
、

「

ほ

ん

と

う

の

民

主

社

会

を

」

閉

差

別

の

加

害

者

、

共

犯

者

に

な

一

円

る

こ

と

は

、

人

間

性

と

良

心

が

従

来

、

部

落

問

題

学

習

の

場

明

許

さ

ず

耐

え

ら

れ

な

い

と

い

う

で

は

、

科

学

的

認

識

と

い

う

こ

か

と

こ

ろ

ま

で

に

、

本

当

に

豊

か

と
が
力
説
さ
れ
て
き
ま
し
た
o

z

な
正
し
い
人
間
性
を
確
立
し
て

こ

れ

か

ら

も

部

落

問

題

、

人

権

国

い

き

た

い

も

の

だ

と

思

い

ま

問

題

の

科

学

的

認

識

は

重

要

な

れ

す

。

こ

と

だ

と

思

い

ま

す

。

し

か

し

、

人

間

の

尊

厳

を

侵

し

た

り

、

今

日

、

同

和

問

題

の

解

消

に

お

踏

み

に

じ

っ

た

り

す

る

こ

と

い

て

揮

害

と

な

っ

て

い

る

こ

と

は

、

人

間

と

し

て

耐

え

難

い

と

は

、

知

識

と

し

て

わ

か

っ

て

い

い

う

、

そ

う

い

う

一

人

ひ

と

り

る

こ

と

が

、

生

活

の

中

に

根

を

が

つ

く

る

世

の

中

が

、

本

当

の

お

ろ

し

て

い

な

い

と

い

う

こ

と

民

主

社

会

だ

と

い

え

る

で

し

ょ

で

す

。

ぅ

。

繰
り
上

げ
支
給
を

請
求
す
る

時
は
、
よ

く
考
え
て

慎
重
に
行

い
ま
し
ょ

〉フ。

支給の繰り上げによる減額率

60歳以上61歳未満 42% 

61歳以上62歳末満 35% 

62歳以上63歳未満 28% 

63歳以上64歳末満 20% 

64歳以上65歳末満 11% 

一石一
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-z-一a--兵
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・・5
孟云

ta--2az-Ea---zazz-a

・・

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

た
と
え
ば
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス

ー
で
部
落
の
歴
史
な
ど
の
部
落

問
題
に
つ
い
て
百
点
と
っ
た
人

目
、
生
き
た
実
際
の
生
活
の
中

¥
差
別
の
あ
や
ま
ち
を
犯
さ

品
い
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も

と
つ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
知
的

也
解
と
生
き
た
生
活
実
践
の
な

か
の
違
い
、
こ
れ
を
ど
う
埋
め

る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
か
り
そ
め
に
も
理
不
尽
な

差
別
を
知
っ
た
ら
、
自
分
の
英

知
と
良
心
が
許
さ
な
い
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
、
自
ら
の
人
間
性

を
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

北平郵便局長

福桝明昭

親
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
桧
垣

局
長
が
勇
退
さ
れ
、
後
任
に
、
私

が
三
月
三
十
一
日
付
で
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。

北
平
郵
便
局
は
郵
便
事
業
、
郵

便
貯
金
事
業
、
簡
易
生
命
保
険
事

業
な
ど
を
通
じ
皆
さ
ま
方
に
奉
仕

し
、
社
会
の
発
展
と
福
祉
の
何
上

等
に
寄
与
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
り
よ
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
皆
さ
ま
方

の
お
役
に
た
ち
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
就
任
に
際
し
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。



(8) 

和
名
を
ウ
ツ
ギ
と
い
う
が
、

J

般
ぷ
は
ウ
ノ
ハ
ナ
と
も
い

河
辺
の
山
野
に
多
く
、
五
月

と
な
る
と
白
色
の
花
を
た
く
さ

ん
つ
け
、
山
野
を
白
妙
に
か
ざ

サ

h
v
o万

葉
人
に
も
愛
さ
れ
た
花

で
、
ウ
ツ
ギ
を
よ
ん
だ
歌
が
二

三
首
あ
る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
配

し
て
よ
ん
だ
歌
が
多
く
「
五
月

山
卯
の
花
月
夜
ほ
と
と
ぎ
す
聞

け
ど
も
飽
か
ず
ま
た
鳴
か
ぬ
か

も
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

f丈

昭
和
ム

3
年
度
の
検
診
予
防
一

接
種
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。
-

昨
年
度
は
、
成
人
病
検
診
が
三
一

O
%
、
胃
が
ん
検
診
八
%
、
婦
人
一

が
ん
検
診
二
ご
%
、
肺
が
ん
検
診
一

一
O
%
と
、
ど
の
検
診
も
受
診
率
一

が
低
く
、
国
保
医
療
費
も
か
な
り
一

多

額

に

な

っ

て

い

ま

す

。

一

成
人
病
の
特
徴
は
、
初
期
に
自
一

覚
症
状
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
年
に
一
度
は
必
ず
検
診
を
受

け
、
異
常
は
早
期
に
発
見
し
、
白
日
一

分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
一

〉

つ

ノ

。

一

今
年
度
は
、
県
の
栄
養
関
係
事
一

昭和60年 6月 1日わカh

植
物
シ
リ
ー
ズ
刊

ウ
ツ
ギ
(
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
)

第 72号

業
と
し
て
、
神
納
集
会
所
に
お
い

て
、
栄
養
学
級
を
、
ま
た
、
そ
の

他
の
集
会
所
に
お
い
て
、
病
態
栄

養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
健
康
教
室
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。
内
容
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

の
ち
ほ
ど
連
絡
致
し
ま
す
が
、
ご

近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
検
診
を
少

し
で
も
受
け
や
す
い
も
の
に
す
る

た
め
、
個
人
通
知
に
、
検
診
を
受

け
ら
れ
な
い
理
由
を
書
く
欄
を
設

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
受
け
ら
れ

な
い
方
は
、
問
診
票
、
食
事
診
断

表
も
あ
わ
せ
て
記
入
の
上
、
福
祉

課
ま
で
ご
送
付
下
さ
い
。
検
診
に

対
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
が
あ
り

漢
方

rは
、
乾
燥
し
た
果
実

を
君
子
仙
と
い
い
、
皮
膚
病
の

解
毒
、
鎮
痛
剤
に
用
い
る
。
訳

間
で
は
、
樹
皮
を
黄
だ
ん
に
煎

服
し
、
果
実
の
煎
汁
や
葉
の
生

汁
を
や
け
ど
や
皮
膚
病
に
外
用

す
る
。

ウ
ツ

ウ
ツ
ギ
は
「
22木
」
で
、
幹

が
中
空
な
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、

ウ
ノ
ハ
ナ
は
、
「
卯
月
(
旧
四
月
)

に
咲
く
花
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

lH回胃がん榔

I亡コ子宮がん検診

日
F

14.5 

16.3 

15 

10 

5 

EZ::23結核倹診

仁コ老成人病検診

34.3 

大れ直

(%) 

40 

10 

6
月
乱
日

7
月
口
日

8
月
刊
日

8
月
お
日

9
月
3
H

9
月
6
日

9 
月
19 
H 

納王

10 10 10 
月月 月
18 15 3 
日日日

崎成

12 11 11 11 10 
月月月 月月
5 21 15 7 31 
日日日 日 臼

松

消
患
(
自

nv
、
1
1
1
;
;
;

、，
l

p
n
u
-
-
4
1
 

n
υ
、
・
}
、
n
u

a

v

s

‘，
t
 

大
お
誕
生
お
め
で
と
う

日
其
川
永
田
浩
之
父
真
喜
男

榎

栄

野

雅

章

父

秀

則

神

納

佐

伯

宗

継

父

武

文

け

H

N

宗
行
父
川
川

万

谷

本

裕

輔

父

和

男

日

除

藤

田

耕

典

父

豊

樹

立
末
な
が
く
お
幸
せ
に

「

中

津

博

文

(

用

の

山

)

「
一
一
神
寿
子
(
宇
和
島
市
)

大
お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

下

大

成

名

本

勅

滋

七

六

歳

名
場
連
中
田
サ
ワ
コ
七
七
歳

鴨

谷

本

門

繁

七

二

歳

川

k

樽

井

武

雄

四

二

歳

露
内
カ
ナ
メ
八
九
歳

吉
野
由
意
見
八
七
歳

松

林

初

美

八

六

歳

相

中

満

園

五

一

歳

加植名
場

松連内
…………………編集……後一欝………………

今
年
度
か
ら
館
報
編
集
委
員
が

次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、

で
き
る
限
り
紙
面
に
多
く
の
方
が

登
場
し
、
出
向
さ
ん
に
愛
一
読
さ
れ
る

館
報
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。加

茂

一

司

角
藤
政
千
代

佐

川

文

彦

本
田
八
千
代

(
再
)

(
新
)

(
新
)

(
新
)


